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開発品 SOH-075 の販売提携について 

 

当社グループの 100％子会社である株式会社そーせい（以下、「そーせい」）は、あすか製薬株

式会社（以下、「あすか製薬」）との間で、そーせいが開発中の SOH-075（レボノルゲストレルを

有効成分とする緊急避妊薬）の日本における販売権導出に係る基本合意書を締結しましたのでお

知らせいたします。 

 

SOH-075 は、緊急避妊を目的として海外で開発された黄体ホルモン系避妊薬です。望まない妊

娠が危惧された場合に、緊急的に性交後 72 時間以内に女性が服用を開始することにより、避妊

効果を期待する薬剤です。そーせいは、ラボラトワール・エイチアールエー・ファルマ

（Laboratoire HRA Pharma：フランス）より本剤を導入し、現在日本市場での開発を進めており

ます。2008 年７月に第Ⅲ相臨床試験の観察期間を終了し、同年 10 月に（15 日既報の通り）結果

の解析を完了し、2009 年上期中の承認申請を計画しております。 

 

当該契約においては、そーせいは SOH-075 の開発から承認申請・取得までの責任および製造販

売に関する責任を負い、あすか製薬は日本におけるマーケティングおよび流通販売に関する責任

を負う形態となりますが、別途、マーケティング・販売活動の管理を行う委員会を両社間で組織

する予定です。一方、経済条件につきましては、そーせいがあすか製薬より契約一時金・マイル

ストン（総額３億円）及びロイヤリティを受領する条項、並びにあすか製薬の当社グループへの

今後の資本参加に関する条項が含まれております。 

 

なお、今回の契約締結に伴い、そーせいはあすか製薬より契約一時金を受領する予定でありま

すが、2009 年３月期の売上高に見込んでいた NorLevoⓇ（緊急避妊薬）のサンド社（オーストラ

リア）への販売収入が、当初予定の 190 百万円よりも少なくなる可能性があるため、通期業績予

想については変更ありません。 

 

あすか製薬は、産婦人科領域においては、経口避妊薬、不妊症治療薬等の製品をラインアップ

し、高い市場シェアを誇っています。また、2009 年初頭に張り薬タイプの更年期障害薬の発売

を控え、産婦人科領域強化に向けて更に経営資源を投下する方針です。 
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今回の販売提携を通して、あすか製薬の産婦人科領域での強いプレゼンスにより、そーせい初

の上市（予定）品である本製品が、婦人科治療に一層貢献できることを期待しております。 

 

  

編集者の方々への追記： 

 

SOH-075 について 

SOH-075 は、緊急避妊を目的として海外で開発された黄体ホルモン系避妊薬です。望まない 

妊娠が危惧された場合に、緊急的に性交後 72 時間以内に女性が服用を開始することにより、避

妊効果を期待する薬剤です。有効成分レボノルゲストレル（合成黄体ホルモンの１種）は、WHO

（世界保健機関）により緊急避妊での使用におけるエッセンシャルドラッグとして指定されてお

り、日本でも低用量経口避妊薬（ピル）に既に含有されています。海外においては、ヒトでの安

全性について多くの情報が得られており、安全性が高い薬剤であるとされています。 

 

そーせいグループ株式会社 

そーせいは医薬品開発に注力するバイオ医薬品企業として、独自のプロダクト・ディスカバ

リー（開発品創出機能）と開発戦略を有しております。既知の医薬品および医薬品候補化合物を

基に新規用途を探索する手法により、医薬品開発に伴うリスクを低減しうるビジネス戦略を構築

し、また、日本および欧米市場間の医薬品の導入・導出を通じて独自の事業展開を目指しており

ます。 

そーせいについての詳細な情報は、www.sosei.com をご覧下さい｡ 

 

 

以 上 

 


